
県からの連絡事項 
 

［資料３］盛土規制法について（県土整備部） 

［資料４］ILC（国際リニアコライダー）に関する最近の状況（ILC 推進局） 
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資料４ ILC（国際リニアコライダー）推進に関する取組状

◆ ILC 実現に向けた取組 
➢ 国民・県民理解の増進 ...................... 県内外における機運醸成の取組 
➢ 国への要望の推進 ............................ ILC 関連予算の確実な確保、国家的プロジェクトとしての省庁横断による推進 
➢ 建設候補地としての研究者の取組支援 .. 受入態勢整備等の取組の推進(東北 ILC 事業推進センターとの連携） 等 

◆ ILC プロジェクトの推進 
➢ 拡充 県内企業の加速器関連分野の受注増大に向け、加速器コーディネーター等による関東、関西方面の活動を強化 
➢ グリーン ILC の理念の普及や取組の理解促進 等 

県の取組（R7 県当初予算案 1.1 億円） 

ILC 計画に係る動き 

➢ ＫＥＫがタイムライン公表 
・ ＫＥＫ（高エネルギー加速器研究機構）は、欧州ＦＣＣ-ｅｅ及び素粒子物理戦略の結論が出る 2025 年がＩＬＣ誘致判断のタイミングであ 

ることに加え、2030 年頃を建設開始とするタイムラインを公表 
➢ 米国がＩＬＣへの貢献を想定 

・ 令和５年 12 月 米国における今後 10 年の素粒子物理学の方向性を示す「P5 報告書」に、米国が貢献するヒッグスファクトリーのプロジェクト
の選択肢として、欧州のＦＣＣ-ｅｅと日本のＩＬＣを多額の予算規模と共に掲載。 

➢ 欧州及び中国の加速器計画 
・ 欧州のＦＣＣ-ｅｅ実現可能性調査報告（2025.3）、次期欧州素粒子物理戦略の更新（2026.6）が見込まれている。 
・ 中国のＣＥＰＣについては、2025 年中に中国政府に提案予定。５か年計画(2026～2030)に位置づけられれば 2027 年に着工の可能性。  

➢ 国内の動き 
・ 内閣府と文部科学省による「将来の高性能加速器に関する連絡会」 

を設置（2024.2） 
・ 自由民主党政務調査会の科学技術・イノベーション戦略調査会による 

有識者ヒアリングの実施（2024.12） 
 
 

次期大型加速器をめぐる海外情勢が大きく変化している中、日本の誘致判断に残された時間は少なくなっており、タイム
リーな日本政府の前向きな判断を後押しするための国民的な機運醸成の必要性が高まっている。 

➢ 県の取組状況 
・ 関係省庁等に対し、政府予算要望を実施（2024.6） 
・ 関連団体と連携した国民的な機運醸成の取組を強化 
・ ＬＣＷＳ2024（東京開催）の実施にあわせた情報発信を実施 
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ＩＬＣ全体のタイムラインと関連する国内外の動き

1

（R4） （R5） （R6） （R7） （R8） （R9） （R10） （R11） （R12） （R13） …

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 …

【ＩＬＣ全体のタイムライン】
（ILCの進展についての理想的なモデル）（成功志向で大きな事故がないことを前提にしている）

ILCテクノロジーネットワークの活動

その他関連する
国内外の動き

● R5.7月 KEKとCERNがILCテクノロジーネットワークに関する協定締結

●

ILCテクノロジーネットワークの段階 準備段階 建設段階
（建設と試運転に～10年）

※ 山内KEK機構⾧講演資料より

国際有識者会議の活動 ➡ 政府間協議

誘致判断の節目

ILCの進展について
の理想的なモデル

FCC-ee実現可能性調査の報告（R7.3月に前倒し）

次期欧州素粒子物理戦略の草案（R7.12月に前倒し）

● R5.7月 国際有識者会議が報告書

●

国内外の研究者による公表資料及びLCWS2024（R6.7.8-11）関係資料等から作成

IDTの取組・関連
の動き

● R4.夏～ 国際有識者会議設置

● ←←←

● ←←←

● ● ●

R5.12 P5報告書
R6.7 LCWS2024(東京)

次期５か年計画に提案

◇
R6.2 内閣府と文部科学
省による連絡会が設置

●2035年頃 中国CEPC完成?

●
2032年頃 FCC建設開始?

中国第15次５か年計画(2026-2030)

中国CEPC技術設計完成 中国CEPC建設開始?

● 同戦略更新

２
70



・日本（北上山地）が建設候補地となっている直線型の衝突加速器
・全⾧20ｋｍ
・建設費7,355～8,033億円

・CERNに新しく建設が検討されている円形型の大型加速器。
・全⾧（周⾧）約91km。
・建設費170億米ドル（1$145円換算で2兆4,650億円～2兆5,500億円）
・現在、FCC-eeのFS調査（実現可能性調査）を実施中。

中国科学院高能物理研究所（IHEP）が計画中の、電子と陽電子を衝突
させる円形の大型衝突型加速器。全周100kmを想定

2023（R5）年にＴＤＲ（技術設計書）が完成。今後、中国の次期５か
年計画への提案がなされる見込み。

ＩＬＣ（国際リニアコライダー）

FCC-ee（将来円形衝突型加速器）

CEPC（円形大型衝突加速器）

世界の大型加速器の計画
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いずれかの
プロジェクトを支援

ＩＬＣ

ＦＣＣ-ee

CEPC

アメリカが負担する建設予算規模は、
10～30億ドル（145円/＄換算で1,450億
円～4,350億円）が想定

アメリカにヒッグス
ファクトリーは造ら
ない。

アメリカ P5報告書（R5.12月）の概要

Ｐ５：Particle Physics Project Prioritization Panelの略。
アメリカのエネルギー省（DOE）関係の諮問機関。今後10年間の素粒子

物理学プロジェクト優先順位決定委員会。
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年 2025年 2026
年

月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
欧州

中国

日本

県

●6.23-27欧州戦略公開シンポジウム(イタリア)

●5.19-23 FCC WEEK
（オーストリア）

草案をCERN理事会に提出●

●骨太方針 ●政府予算案閣議決定●概算要求

●県推進本部会議 ●政府予算要望

SNS等による情報発信、欧州・国内の情報収集

大阪万博期間(4/13～10/13）

機運醸成事業(JR西日本車両内広告、JR東海発信誌掲載)

●大阪万博(県出展6/13～15予定)(大阪)

●FCC-ee FS最終報告、
コミュニティインプット締切

●オープンシンポジウムに向けた
追加インプット締切

●中国第15次5か年計画
（2026-2030）

●11.14公開シンポジウムを
受けた追加インプット締切

●12.1-5欧州戦略立案
セッション

自民党政務調査会（科学技術・イノベーション戦略調査会）、議員連盟の活動

国内研究者の活動（欧州戦略への対応等）

●ILCのコスト更新
（再計算）※１月中

●政府に提案（2025年中、時期未定）

CERN理事会にて草案を議論・改訂●
（６月に承認見込）

R7全体スケジュール
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【R6.12.19 岩手日報での報道内容】
石野センター長は、ヒッグスファクトリーの重要性を改めて説明し、「われわれ研究者と政府や経済界が
一緒になって取り組むことが必要だ。」と述べた。

鈴木学長は「2025年３月までに政府が前に出なければ日本誘致をあきらめなければならない状況を分かっ
てもらえた。議連ではなく自民党内の動きという点でヒアリングの意義は大きい。」と語った。

大野敬太郎会長は、「国会議員連盟の議論から一つ上のステージに上がった」との認識を示した。
鈴木俊一総務会長は、「一過性ではなく常に議論する場所の設置を働きかけていく」と述べた。

国際リニアコライダー（ＩＬＣ）に係る有識者ヒアリング

➢ 実施日時
令和６年12月18日 17：00～18：00

➢ 実施場所
東京・永田町 自民党本部

➢ 自民党側出席者
大野敬太郎調査会長、鈴木俊一総務会長、小野寺五典政調会長

➢ 説明者
石野雅也 東京大学素粒子物理国際研究センター長

ＩＬＣ－Japan代表
浅井祥仁 高エネルギー加速器研究機構長
鈴木厚人 岩手県立大学学長

自民党 科学技術・イノベーション戦略調査会による有識者ヒアリングの概要
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